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S撫dies　i賦しa薮9鞭ages　a猟至C鷺亙t眼res，　N◎．2◎

ヘルダーリンの書簡における「火（F磯er）」の概念について

棚　瀬　明　彦

置、

　ヘルダーリンは、179！年12月3日の土曜艮、チュービンゲン神学院にあって、火災に遭遇して

いる。この火災について彼は、妹のり一ケ（照k：e）に宛てた手紙で詳しく説明している。1＞

　「この前の土曜日、午後9時過ぎに修道院で火災が発生した。それは旧館の、長い問まったく

使われていない離れたところにある部屋で、藁がいっぱい置かれていた。たぶん、通りかかった

人の持つ明かりの火花が飛び移ったのだろう。（と言うのも、その部屋には扉がなかったからだ）、

それで、もうもうたる煙が修道院をおおって広がった。」「ちょうどぼくが訪れていた旧館のある

部屋で、突然あるフランス人が、彼はぼくたちのく火事だ！〉と言う言葉を知らなかったが、大

声で叫んだ。ぼくたちは部屋の外へ出て、彼と一緒に階段を下りた。」「ぼくたちは階段を下りる

と、廊下の端のところで、すでに火がその部屋から吹き出しているのを見た。」そのあと彼は、

他の人たちが消火活動をするのを仲間と一緒に手伝う。間もなく火は消えるが、「しかし煙は、

ちょうど火の出た上の階に、長い間、強く立ちこめていたので、火が床の中に潜んでいるかも知

れないと、あちこち破ってみたが何もなかった。見張りが夜通し立った。」とある。

　一方、ヘルダーリンは、後期の讃歌、1803年成立と推定されている「イスター」の冒頭で次の

ように歌っている。2）

Jezt　k◎鵬me，　Feuer！

Begierig　si鍛d　wir

Z鷺scha蟹e取den　Tagl，

今こそ来るがいい、火よ！

われらは熱望している

その日を見るのを、

　また、これとほぼ同じ時期に、同じく讃歌「ムネーモシュネー」の冒頭でも次のように歌って

いる。3）

Reif　sind，勧Feuer　geta賦ch£，　gekochet

Die　F磁cht　und　a賦f　der　Erde　gepr荘fe乞u簸d　e璽簸Gesez　ls宅

Da応a題es　binei豊geh之，　Schla強菖en　gle三。簸，

PrO卿etisch，　t伽me簸d　auf

De詔：韻ge翌簸des　Himmels．．．．

熟しているのだ、火の中に沈められ、煮られて

これらの果実は、大地の上で試練を受けて、掟なのだ、
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2 言語文化論究20

すべてが、蛇に似て、

予言的に、天の丘々の上で

夢見ながら、入っていくのは。…

　ここで使われている「Feuer」という語は、記号表記としては手紙にある火災の「Fe廻er」と全

く同じである。しかしその意味内容については明らかに異なっているように思われる。火災にお

ける「火」は、それがわれわれに恐怖を呼び起こすような大きなものであれ、われわれにとって

容易に制禦できる小さなものであれ、日常的な「火」としてその意味内容を脳裏に思い浮かべる

ことができるなじみ深いものである。それに対して、詩の中で使われている「火」は、それとは

意味的にかなり大きなずれがあると思われる。同じ語が使われている以上、何らかの共通性、類

似性はあるはずであるから、両者の関係は、いわばコノテーション（共示義）的な関係、すなわ

ち何らかの意味関連性から派生する別の意味内容を持つと考えられる。「火」の比喩として一般

的には心的な情熱とか情念とかに用いられるが、もちろんヘルダーリンの場合も例外ではない。

さらに、上の詩で使われている語の使用方法については、日常的な使用法とは全く異なっており、

意味上における他の語との結びつきは、統語論的な観点から見てもヨ常的言語用法からは想像を

絶してかけ離れている。そのような詩であるので、その意味の全容を解明することは容易ではな

いが、ここでは、「火」という語に絞って、日常的な「火」と詩における「火」とを意味的に結

びつけるものは何かについて、とくに、日常的な語の使用が基本となっていると一般には考えら

れる手紙の中から探り出し、両者の「火」の落差を少しでも縮める糸口を見つけ出すことはでき

ないであろうか。

羅。

ヘルダーリンが、手紙の中で「F磁釧という語を使っているのは次の箇所である。4）

Fe遡er

O72（5）

072（16）

072（19）

072（23）

072（25）

073（2）

073（3）

081（31）

087（25）

132（9）

14◎（3）

227（10）

253（22）

337（1）

337（15）

：Lezte鷺Sa欝stag懸。簸9U1簗r　Abe貧ds　gie譲g　Fe嚢er　a慧s癬Kk蹴e凱

：wir　scぬ。遡a狙E簸de　des　Ga簸暮es　de簸wir　erre量。蝕出a撹e鶏Fe廻er　zder

：膿δd雛。ぬFe鷺er蹴d　R雛Cぬwar　SCぬ◎薮me麺9撹e譲0覧aker

：醗Wasser，　d磁e簸die撫Fe娯er　s伽δe簸we麺igs艶薮s　so　vie1㈱glicぬ

：sc轟rie簸賎瓢H｛i癒e－sie　ka雛vo簸de薮e薮量薮通er　Sta（至t，磁e　das　Fe腿er　v◎r

：窪erade讃be掘e搬Feuedag，蔓罐ge　s◎S之ark，　da鳥鵬a費ver撚癒ete，　das

：F綴er　liege隻m　F鵬bode煎verb◎r墓e勲，伊達bera賢我販fbrac簸，磁d　da

：so　lst　vo罵声e戴ds　Fe腿er　i懲L　Dac簸e．　Ei鷺s量st　aber曲爺9，　das　Sle翻r癩娩

：G盤δe麺’sFe翌e凱Ube痴a哩t，　we簸繍量。ぬt　die　Nacぬwel細e量簸e羅ch乞e愈

：es麺e　ln　der　Hlze．　Uberde麺ke　kalt！賦nd艶re　mi重Fe雛er　a瓠S！．亙C簸

：Feuer簸簸δe沁er　Bestimt｝1ei建，　dere薮Verei鷺i9膿g　m董r　Ar搬e麺綴e　d盗

：das　Feuer沁gend璽量。薮er　T濾tigkdt，　d量e　i簸’s　U簸e猟ilicぬe　geぬt，

：geむait簸er　Sede　gesc薮ie薮t，雛猟丑眼簸s　das　stil隻e，　ste艶Feuer　bdeb乞，　das

：Fe廻er，　um　sic簸9蒲e簸，澱d　alles　T醸e，灘zer飛e，　das　S勧h　der　Welt

：Feuer　erg撤fe簸w量rd，　wleder　z廻Fe醜er　w量rd，　so　wie　es　a翼s　Lebe鍛囎d
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ヘルダーリンの書簡における「火（F磯er）」の概念について 3

337（16）　：Fe眼er　hervorgie簸g．　Und　g6繰e駐sie　d量e　Naぬ澱簸g難r　gege簸sei重ig　e量na鍛der，

380（20）：i鍛sFe績er｝1aben　wlllsを．　Gabe　mir簸ur　ei簸G◎t重，　so　v三e嚢gute

婆26（2）　：Feuer　vom　H加睡d．　Eben　de£wege蕪werde登d璽ese　e1蓋er　i薮sc穂簸er

432（8）　：Das　gewai£量ge　E璽e搬e簸t，　das　Fe眼er　des　Hlmmeis聡d　d璽e　Stil五e　der

　左端の数字は、St磁gart朝畑全集の第6巻（書簡集）5）の頁数を、それに続くカッコ内の数字は、

その頁の上からの行数を示している。

　まずは、これらが、いつの時点で、誰に宛てた手紙の中で、どのような意味で用いられている

のかについて順に見ていくことにしたい。その際、上に記した！行だけではなく、それに関連す

る前後の部分も加えて、手紙ごとに見ていくことにする。（以下、F磯erの例の行頭に丸数字をつ

ける。また、下線部は筆者による。）

書簡1．

　72頁から73頁、すなわち①から⑦までは、最初に挙げた、ヘルダーリンの妹リーケに宛てた手

紙で、1791年！2月5日から12月1◎臼の間に書かれたと推測されている。先にも触れたように、

チュービンゲンの神学院で火災が発生し、それに遭遇したそのときの模様を妹に知らせたもので

ある。もちろん手紙はそれ以外の事柄についても若干書かれてはいるが、この火災の件が中心と

なっている。

①072（5）：Lezte蕪Samsをag簸acぬ9U蝕r　Abe薮ds　g璽e簸g　Fe遡er　aus　i搬照oster．

「先週の土曜日、午後9時過ぎに修道院で火災が起こった。」

ここに言われている先週の土曜目とは、12月3日であることがわかっている。火の出た部屋は、

「旧館の、久しく使われていないで部屋で、中には藁がいっぱい置かれていた。通りがかりの人

の持つ照明の火花がその藁に飛び移ったらしい。（と言うのも、その部屋には扉がなかったから

だ。）」ヘルダーリンはちょうどその旧館のある部屋を訪れていた。騒ぎに気付いて彼らは部屋を

飛び出し、階段を下りて廊下に出た。

②072（16）：wir　sc簸樋a艶翫δe　des　Ga簸ges　de登wir　e汀eic盤嶽雄e簸，　Fe額er　z腿der

「僕たちは廊下に出たが、その端のところで、もう既に火が、その部屋から吹き出しているのを

見た。」彼らは現場から避難するのではなく、協力し合って消火活動をする。「炎は既にバルコ

ニーに燃え移っていた。」

③072（19）：撒dd撚。聾Fe鷲er　u撮Rauc強war　sc蝕◎簸mei簸蓼腿ter　R惚ker

けでに火と煙の中を通り抜けて、僕と伸良しのロターカーと他の数人が走って行って、燃えて

いる藁の上にドアを投げ伏せ、部屋の中から物を取り出していた。」ヘルダーリンとその他の者

たちももちろんじっとしていたのではない。

④072（23）：鴛搬W段sser，　de簸e簸die　i鵬Fe賎er　s訟綴e簸we盒igste煎s　s◎vlel齢giic熱

「水を取りにとんでいき、火に直面している人たちに、できる限りの手助けをした。」
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4 言語文化論究20

⑤072（25）＝schrie薮um　H灘f惹e－sie　ka綴vo簸denen　i簸der　Stadt，　die　das　Feuer　vor

「ぼくたちは、助けを求めて叫んだが、火に気付いた町の人たちが助けに来た。」

「しばらくして、消えたという麟び声がした。」

次の⑥と⑦は連続している。

⑥◎73（2）：gerade慧ber　d鰍Fe駁er丑ag，1a鶏ge　so　s重ark，　da捻man　ve緻覆癒ete，　das

⑦073（3）：Fe顎er蓋iege量m　Fu飾ode蕪verborgen，綬nd蔭berall　aufbrac簸，囎d　da

「しかし煙は、ちょうど火の出た上の階にまだ強く立ちこめていたので火が床の中に潜んでいる

かも知れないと、あちこち破ってみたがそこには何もなかった。」

この手紙の最後に、ヘルダーリンは、ひとこと喉は臼状するが、このような不幸について想像

していたほどには驚かなかった。」と付け加えている。

ヘルダーリンの「火」の意味を考えるとき、この火災の体験は、いわゆる原体験のひとつとして

彼の記憶の内奥に深く刷り込まれているのではないかと思われる。

書簡2．

⑧081（31）：s◎ls£volle眼ds　Fe薮er　i鵬Dac簸e．　Ei簸s　ls重abe賊bfig，　das　S董e鵜i鋤ic競

これは箋792年11月の後半に書かれたと推測されているヘルダーリンの母宛の手紙である。

ヘルダーリンはまだチュービンゲンの神学院にいるが、この手紙の冒頭で自分自身の性格につい

て少しばかり触れている。すなわち、「自分の青春の熱中はメランコリーの道をとってきました。

今はこの熱中が少し消えかかっているように思われますが、ふさぎ込むこともまた起こらないよ

うに望んでいます。人はかなえられることのない願望や夢で多くの貴重な時間を無駄にしていま

す。そしてそれが満たされないと、まったく頭に火がっきます。しかし、あなたが承諾されない

であろう一つのことが残っています。」

　ここは、F鎌er　im　Da磁e　sein　（いらいらする、頭がかっかとなるの意）という一般的な熟語

的用法であると考えられる。

書簡3．

⑨087（25）：G簸ade隻鍛’s　FeueLむberhauμ，　w銀n疲ht　dle　Nachwelt　mei熟e　Richterin

1793年7月に書かれた、友人ノイファー（Neu旋r）宛の手紙。睡：yperlo遍の断片について触れ

ている部分。

「ぼくは君に厳かに約束する。もし僕のヒュペーリオンの全体が、この断片より3倍もよくならな

ければ、情け容赦なく火の中に投げ入れられなければならない。とにかく、もし後の世がぼくの

裁判官になるのでなければ、また、もしぼくがそのことをすぐに予言的な確実さで言うことがで

きなければ、ぼくは君と同じように、ぼくの七弦琴のすべての弦を切って、それを時のがれきの

中に葬ろう。」

書簡4．

⑩132（9）：es薮ie　in　der　H隻ze．むberdenke　kalt！賦nd　fαre謡Feuer　aus！一互。ぬ

17％年8月2！日付け。ヘルダーリンが最初に家庭教師を務めたシャルロッテ・フォン・カルプ

4



ヘルダーリンの書簡における「火（Fe蟹er）」の概念について 5

（Charlot£e　vo難Kalb）家のあるヴァルタースハウゼン（イェーナ近郊）において書かれた弟カー

ル（Karl）宛の手紙。

ヂしかし賢明であれ。豚の前に真珠を投げるなというのは金言だ。お前が行うこと、それを決し

て興奮状態で行うな。冷静によく考えよ！そして熱情（火）をもって実行せよ！ぼくは確信して

いるが、兄弟がこんなふうに互いに話し合わなければならないと言うことでは、お前もぼくと同

意見だと思う。」

書簡5．

⑪140（3）：Fe廻er難d　e嚢麺er　Best量撚塩e璽t，　dere盆Verei鍛逡繊9鵬ir　Arm鎌◎簸e　d絡

1794年11月、イェーナにて、ノイファー宛。ヘルダーリンは、教え子とともにイェーナに来てお

り、シラーとの交流、フィヒテの講義の聴講などを行う。

「フィヒテは、今やイェーナの魂だ。（中略）人間の知識のもっとも僻地にある領域に、この知識

の諸原理を、そしてその諸原理でもって正義の諸原理を探求し規定すること、そして精神の同様

の力でもって最も大胆で、最も飛び抜けた諸結果をこれらの諸原理から考え、それらを闇の力を

ものともせずに書き、講義すること、しかも熱情（火）と明確さとをもってだ。この二つのもの

の統合は、貧しいぼくにとっては、この例がなければおそらく解答不可能な問題と思われただろ

う。」

書簡6．

⑫227（10）：δas　Fe眼er　luge簸引icむer　T憾lgkei之，δie　iゴs　U鍛e認lc蝕e菖e鼓t，

1796年！1月、フランクフルトにて弟宛。ヘルダーリンは、前年の1月にヴァルタースハウゼンで

の家庭教師の職を辞し、その後しばらくシラーのいるイェーナに滞在するが、5月末にいわゆる

財エーナから逃亡」し、故郷に戻る。その後12月に新しい家庭教師先、ゴンタルト（G◎誼ard）

家のあるフランクフルトに到着し、翌1796年1月の始めにこの職に就く。これは、その年の11月

の手紙である。

「お前は、お前が述べた信念の中に、無限に向かう若々しい活動の熱情（火）と、自由な家庭の

生活におけるその活動の制限とを、きわめて正確に美しく組み合わせている。」

書簡7．

⑬253（22）：ge蝕a耽鍛er　See翌e　gesc聡i磁，膿d磁sδas　sti蓋1e，　s重ete　Fe賦er　belebt，　d＆s

1797年！1月2目付け、やはりフランクフルトから弟宛の手紙。この年の春には、小説『ヒュペー

リオン』の第1巻が刊行されている。やや長い手紙で、その冒頭に近い部分である。

「愛するカール！ぼくたちが行うすべてのことには、もしそれが節度ある魂でもって行われるな

らば、実に美しい栄えがある。そして、ぼくが、とくに古代のあらゆる種類の傑作の中に、支配

的な性格として、ますます多く見出されると信じている静かな不断の火が、、ぼくたちを生き生

きとさせてくれる。」

書簡8．

⑭337（1）：Fe薮er，麟slc蝕gri貿e麺，磁d　a銀es　Todte，　H6夏zeme，　das　S働h　der　Wel重

⑮⑯337（15）：Fe質er　ergr轟e鍛嘘d，　wieder　z猛Feuer　w気rd，　so　w量e　es　a麺s　Lebe簸膿d

5



6 言語文化論究20

⑰337（16）：Fe腿e出ervorgieng．　Und　gむn簸e薮sle　dle　Naれru獄9難r　gege簸sei二藍g　e洗張der，

ズゼッテ・ゴンタルト（S腿se粧e　Go誼ard）宛の手紙の同じ断片の中で。1799年夏、6月の終わり

頃に書かれたと推測されている。彼女に密かに渡された手紙は、まったく残っていない。ヘル

ダーリンはこの時期、既にフランクフルトのゴンタルト家を去って、近郊のホンブルクに移って

いる。

「毎日、私は消え去った神聖を繰り返し呼ばざるをえません。偉大な時代の、偉大な男たちのこ

とを考えますと、つまり、彼ら聖なる火が燃え広がり　この世のあら　る死　や木片　蕎などを

炎に変え、それが彼らとともに天に昇っていったこと、それからまた、…（中略）…ある人の創

造的精神が、他の人を食いつぶしてしまうのだと、人々が互いに怖れているのはなぜだか知って

いますか。そのために彼らは、食べ物や飲み物は互いに喜んで与え合いますが、魂を養うものは

何も与えないのです。そして、もしも何か彼らの言動が、他の人の中で、ひとたび精神的に把握

され炎に化せられると、彼らはそれを我慢できないのです。愚かな人々です。あたかも、人々が

互いに話すことのできるようなもの、それが、薪より以上のものででもあるかのように思ってい

るのです。薪は、精神的な火に捕らえられてはじめて、それが生命と火から生まれ出たかのよう

に、ふたたび火となるのです。人々が、ただお互いに糧を与え合えば、それこそ両者が生きて輝

き、誰も相手を食いつぶしなどしないのです。」

書簡9．

⑱380（20）：i難sFeue出ab磯wi簸st　G浸be　m量憩雛ein　G磁，　s◎v童el　g廻重e

1799年12月4目付け、ホンブルクから友人ノイファーに宛てた手紙。その前半はノイファーの職

業上の問題について、後半においては文芸、とくに詩的形式と古代の芸術作晶について触れられ

ている。その後半部の一部である。

「ぼくは君に少しばかり腹を立てていたと言うことも白状したいと思う。つまり、君がこの夏い

ちど（エミーリエのことの折りに）ポエジーに関してぼくに聞かせてくれた、かなり軽い発言に

ついてだ。どうかぼくを理解してくれたまえ、親愛なる君！それは、全く軽い気持ちで、必要性

と世話好きから走り書きされたエミーリエゆえにではなかったのだ。それは、君がぼくにとがめ

ている芸術のためだったのだ。ぼくを冷たい理論家だと思いたければ思ってくれ。ぼくは自分が

何を言っているのかわかっている。そして、もし君が、ぼくたちの一面的な諸概念でつぎはぎさ

れた気の抜けた美学の概要を火にくべようとするなら、ぼくは完全に君と同意見だ。ぼくが洞察

し感じているものを成し遂げることができるように、よい気分と時間とを神がぼくに与えてくれ

ればいいのだが。」

書簡10．

⑲426（2）：Feuer　v◎鵬H量mmei．　Eben　de誌wege簸werde認iese　e姦er　i豊sc輔簸er

1801年12月4日付け、ニュルティンゲンから友人のべーレンドルフ（Casi謡r　ulri面B曲璽磁d◎㎡の

宛。ちょうどヘルダーリンが、フランスのボルドーへ旅立っ直前にあたる。手紙の冒頭に近い部

分である。

「愛する友よ、君は正確さと優れた柔軟さとにおいて、非常によくなったし、温かさにおいても

失うところはなかった。それとは逆に、優れた剣のように、君の精神の柔軟性は、厳しい試練を

受けてますます力強く証明された。これこそぼくが君に、何よりもまず祝福したいことだ。民族
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固有のものを自由自在に使うことほど、ぼくたちが学ぶに難しいことはない。そして、ぼくが思

うに、まさに叙述の明確さこそぼくたちにとって自然なものなのだ。ちょうどギリシア人にとっ

て天の火がそうであるように。まさにそれ故に、ギリシア人は、あのホメーロス的な冷静さと叙

述の才においてよりも、むしろ君が自分に確保した美しい情熱においてこそ越えられ得るだろ

豊。」

書簡11．

⑳432（8）：Das　gewa翌窺1ge　Elε1ne簸t，　das　Fe簸er　des　H擁韓els膿d　die　S磁ie　der

！802年1媚の後半に書かれたと推定されている手紙。これもベーレンドルフ宛。ヘルダーリンは

既に5月半ばにボルドーを立ち、6月7日にシュトラースブルクを通過し、その後シュツットガル

トに姿を現す。その年の11月である。手紙の冒頭。

「親愛なる友よ！

　長い間、君に手紙を書かなかったが、その間、ぼくはフランスにいて、悲しげな、寂しい大地

を見た。南フランスの牧人たち、いくつかの美しいもの、また愛国心の強い疑念と飢えとの不安

を抱いて成長した男や女たち。

　強力な元素と、天の火と、人間の静けさ、自然の中での彼らの生活、彼らのつましさと満足、

それが絶えずぼくの心を捕らえた。そして、人々が英雄たちにならって言うように、ぼくはこう

言うことができるだろう、アポロがぼくを打ったのだと。」

畷．

　次に、手紙の中で用いられたこれらの火（Fe鷺er）という語の意味内容を考察するに当たって

は、Jo癒錐S廠難建が、怒り（Z◎翰）の概念について論じたときの方法にならって、6）F綴¢rが、

用いられあるいは出現する領域を見ると、およそ次の3つの領域に分けることができる。

1．自然、あるいは人間の生活領域

2。人間、あるいは英雄などの内部の領域

3．神々、あるいは天上の領域

1．

　最初の、自然や人間生活の領域の例は、①から⑦までの修道院における火災、⑨の『ヒュペー

リオン』断片を火の中に投げ入れて燃やす例、それに⑱の気の抜けた美学の概要を火にくべる例

である。これらの火は、人間の外部の火であり、物を燃やして灰と化してしまう。すなわち物質

を無化するのであるから、物質そのものにとっては否定的な働きを持つ。しかし、この無化作用

が人間にとっても否定的かどうかについては、火が、人間の制禦の下にあるかどうかによって異

なると考えられる。修道院における火災も、その原因は、文面からだけでは必ずしも明白ではな

いが、通りがかりの人の持つロウソクの火が、藁に燃え移ったものとすれば、もともと人間の制

御の下にあった、人間にとっては暗闇を明るく照らす肯定的なロウソクの火が、その制禦の手を

放れて人間にとっても否定的な火災の火となっている。また、⑨と⑱の例にしても、思想内容を、

それが書かれている紙を燃やすことによって、紙だけではなく、思想内容をも無化することは、

紙およびそこに書かれた思想そのものにとっては否定的な意味を持つが、それらの無化を望む人
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間にとっては積極的・肯定的な意味を持つことになる。

　古代ギリシア・ローマ大事典の“Der　n綴e　Pauly”7＞においては、火の意味を5つの場合に分けて

いるが、その1の実生活上の火が、上記の火に該当する。その2は、プロメートイスなどのギリシ

ア神話における火である。ヘルダーリンは、ギリシアの神々の世界、そして、その神々の世界と

地上の人間の世界とがひとつとなっていた古代ギリシアの世界をあれほど強く憧れ続けたにもか

かわらず、神話におけるプロメートイスについては、不思議とも思えるほど関心を寄せていない。

ヘルダーリンは、プロメートイスについての一遍の詩どころか断片さえも残していないのである。

これは、プロメートイスに強く執着したゲーテとは非常に対照的であると言わざるをえない8）。

ヘルダーリンが異常に強く執着したのは、むしろ、生活上の火とは直接関係のないディオニュー

ゾスやヘーラクレース、あるいはアキレーウスといった半神であり、イエス・キリストをさえそ

の中に組み入れようと試みて、ギリシア的な汎神論を修正しようとさえしているのである。9）プ

麓町ートイスの火は、実在的な自然の火であって、ヘルダーリンが多く問題にしている、次に述

べるような人間内部の精神的な火ではない。このことがこのような結果となって現れているので

はないかと思われる。Pa蜘の第3の場合は、ギリシア宗教に関してのもので、本来死すべきもの

を火によって不死なるものに浄化する作用をあげている。ヘルダーリンは、自然の、実在する火

については、この浄化作用の意味を火の概念に含めて使っている例は、少なくとも手紙において

は無いと言えるが、後に述べるように、人間内部の、精神的な意味においては、この浄化作用、

永遠化作用を含めて火の概念を考えていると思われる。Pa創yの第4は、ギリシア哲学に関するも

のでエンペドクレースの四大元素などが含まれ、第5はローマの宗教に関するものである。

2．

　次に第2の領域、すなわち、人間、あるいは英雄等の内部の領域の例は、⑧願望が満たされず

頭に火がつくこと、⑩事柄を賢明で冷静に考え、熱情（火）をもって実行すること、⑪フィヒテ

が講義に対して持つ熱情（火）と明確さ、⑫無限に向かう若々しい活動の熱情（火）、⑬古代の

あらゆる種類の傑作の中に支配的な性格として見出される静かな不断の火、⑭かっての偉大な時

代に偉大な男たちが持っていた聖なる火、そしてそれが他に燃え広がっていったこと、⑮から⑰

は、精神的な火に捕らえられて初めて、薪（二人）は生命と火から生まれ出たかのようにふたた

び火となること、という例である。これら人間内部の火は、いわば「身体的な火」と、ヘルダー

リン自身の言う「精神的な火」とに分けて考えることが抱きる。「身体的な火」とは、すなわち

命の根元としての火、その火が燃え尽きる時に命は絶えると言うような、死に神のメールヒェン

におけるロウソクの火lo）のようなものである。しかし、上記の手紙の中では、人間内部の火は、

すべて精神的な火と考えてよいであろう。ただ、これら精神的な火は、自然の火の単なる比喩に

すぎないのではない。もちろん、もしこれが自然の火と全く同じであるとしたなら、それこそG．

バシュラールが「アルコールを飲む者は誰でも、アルコールのように燃えることができる」11＞

例としてソッケの『熱素論』から次のような例を引用しているが、すなわち、「1763年頃、ロン

ドンの『記録年鑑』（18巻78頁）は、1年半の問、ずっと毎日1パイントのラム酒或いは火酒（ブ

ランデー）を飲んでいたアルコール中毒気味の五十才の一婦人の例を報告している。彼女はベッ

ド・カバーやその他の調度晶が殆ど傷んでいないのに、暖炉と寝台の間で灰となって発見され

た。」12）というようなごとが現実となりかねない。しかしまた、比喩であるからには、何らかの

共通する意味、意味の通底性といったものがなければならないであろう。

8
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　そもそも自然の火は、摩擦によって生ずる熱から発する。その熱が高まり、煙と炎を伴って火

が生まれると考えられるが、そうだとするなら、精神的な火も、何らかの精神的な摩擦から熱が

生じ、それが高まって精神的な火となると考えられる。摩擦とは、少なくとも2つ以上の相対す

るものが抵抗力を伴って擦れ合うことである。すなわち2者の対立、あるいは何らかの葛藤がそ

こには存在し、それが擦れ合って熱を生じ、さらにこうじて火を発することになる。上の例をも

う一度振り返ってみると、⑧は、自らの願望とそれを実現させまいとする現実との問での摩擦、

⑩は、現実の事柄とそれを実行しようとする意志との間の摩擦、⑪は、素朴実在論的哲学とフィ

ヒテによる自我の哲学との間の摩擦、⑫は、無限性とそれに向かって突き進もうとする若者の活

動力との摩擦、⑬は、例えば古代ギリシアの悲劇における神々の意志と人間との問で繰り広げら

れる摩擦、⑭は、例えばホ聴罪ロスの時代に、神々の意志が介在する中で、英雄たちの互いに強

力な戦いの意志のぶつかり合いによる摩擦、⑮から⑰は、そのような人間内部の火が、一人の人

間から別の人間へと移って燃え広がっていく様子、と考えられる。これらの内⑬⑭における英雄

や人間たちは、天に昇ってしまってこの地上にはいないことが手紙の中で述べられている。

また、ここで言う摩擦によって起こる熱は、単なる熱ではないことも注意しなければならない。

単なる熱（H董£ze）については、ヘルダーリンも弟宛の手紙の中で次のように言っている。（例⑩）

ヂそれを決して興奮状態（熱）で行うな。冷静によく考えよ！そして熱情（火）でもって実行せ

よ！」単なる熱は決して火とはならない熱、熱に終わる熱である。あるいは、火となる前の段階

とも考えられるが、その段階では不十分なのである。摩擦によって生ずる熱は火とならねばなら

ない。そのような熱は、高度で、純粋であり、聖なる熱でもあり、そのような熱こそが聖なる火

となりうる。

　木片から発する自然の火は、木片そのものを無化する（灰と化す）のと同じように、人間内部

の火（精神的な火）も人間そのものを羽化する。この点においても人間内部の火は自然の火の比

喩として意味の通底性を持っている。ギリシア悲劇、例えばソフォクレスの悲劇の主人公たちの

運命、また、ホメーロスのイーリアスにおける英雄たちの運命にそれが示されている。ただこれ

が自然の火と異なるのは、精神の火は、この地上においては英雄あるいは人間を無化するけれど

も、天上において永遠化する。⑬⑭の例からそれがうかがえる。この点については、P＆噂の第3

の意味、すなわち本来死すべきものを火によって永遠化し、浄化する自然の火と意味的に共通性

を持っている。また、⑭における、木片や藁などを炎に変えて火が燃え広がる喩えは、ヘルダー

リンがチュービンゲンの神学院で体験した火災の体験の記憶が尾を引いているように思われる。

3．

　第3の領域、すなわち、神々、あるいは天上の領域に関する例は、⑲のドイツ人にとって民族

固有のもの、自然なものとは、叙述の明確さであり、ギリシア人にとってのそれは天の火である。

という例と、⑳の南フランスの大地と人々に関しての記述、すなわち、強力な元素と、天の火と、

人間の静けさ、自然の中での彼らの生活、彼らのつましい暮らしと満足、それが絶えずぼくの心

を捕らえた。という例である。まず、ギリシア人にとって民族固有のものであり自然なものとし

ての天の火、この火は天上的なものでありながら、ギリシア人がそれを固有のものとして所有し

ていると言われている。ここにおける「天の火」は、das　F綴er　vom　Him鵬e1と表現されている。

これは「天からの火」とも解釈できる表現である。したがって、「天からの火が、ギリシア人の

所有する固有の火であり、そしてその火は、ギリシア人にとっては天の火でもある。」と考えら

9
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れないこともない。そうだとすれば、この火は、人間内部の火、ギリシア人固有の精神的な火で

あると考えられる。「天」とは、神々の住まうところであるが、ここでは、この天という語は、

神々を意味していると考えてもよいであろう。ソフォクレスの悲劇、ホメーロスの叙事詩などに

おける神々の意志と人間（あるいは半神）の行為との間で引き起こされる摩擦、それによって生

ずる純粋で聖なる熱、さらにそれが高まって炎を伴い火となる。人間と神々とによって引き起こ

される火、それは、まさしく聖なる天の火と呼ぶことができるであろう。だとすれば、この火は、

ここに分類されるべきではなく、第2の、人間、あるいは英雄などの内部の領域における火に分

類されなければならないものである。ドイツ人の特性である叙述の明確さと、ギリシア人の特性

である天（から）の火とを対比させて述べているので、第1の、自然の火には分類することはで

きないからである。しかし、自然の火ではないにしても、次の例⑳と考え合わせて、これを太陽

であるとも考えられるが、この場合においても、太陽すなわち神々の火が、ギリシア人固有の精

神的な特性となるためには、やはり上に見たような、神々との精神的な摩擦が不可欠ではないか。

その点において、ギリシア人の精神的な火は、神々の火によって点火された火であるとも言える

だろう。

　最後の例⑳についてはどうであろうか。これについて野帰磁S磁m熟は、「アポロ（A夢◎ll◎）」

および「強力な元素（gew畿ges　E亙e搬e蹴）」と関連づけて、天の火を持つ太陽神アポロと捉えて

いる。そして、「アポロが打った」英雄たちとして、例えばホメーロスの『イーリアス』におけ

るバトロクロスの死、ヘルダーリン自身の翻訳から、オイディプスが自ら両眼をえぐり出す行為

をあげている。13＞また、Ado夏f　Beckもヘルダーリンのボルドーからの帰郷に際して、強い太陽の

欝差しが彼の神経を脅かしたのではないかと推測している。そしてヘルダーリンにとってアポロ

は宇宙的・精神的原理の体現であり、すなわち「強力な元素」「天の火」であるが、それに無防

備でさらされる人間の魂を消耗させ脅かす。この力に詩人は、古代的な地を旅する中で古代の英

雄たちのように打たれたと感じている。と推測している。圃「天の火」は、太陽神アポロの火で

あると捉える以外になさそうである。だだ、このアポロの火は、人間にとってただ単に外部的な

自然の火であると考えられているのではなく、人間内部の精神的な領域に関与し、摩擦を引き起

こし、火となって内部で燃焼し、炎となって燃え尽きる。しかし、この天の火によって人間ある

いは英雄たちは死すべきものから不死なるものへと永遠化され浄化される。

夏v．

　ヘルダーリンにおける「火」の意味を解明するために、詩の言葉の中においてではなく、まず

は、彼の日常の言葉、すなわち手紙の中においてこの語がどのような意味で、あるいは意味関連

の中で用いられているのかを考察してきた。その際に火を発生させる過程として、摩擦」と言

う現象をいわばキーワードとして、その摩擦の内容を考察し、その摩擦によって引き起こされる

火の特性にいくつかの種類があることを見てきた。本論稿の目的は、始めにも記したように、日

常的な灰」の意味を分析することによって、ヘルダーリンの詩の中における「火」の意味の特

性を解明するための、なんらかの糸口を見出すことであった。はじめは、日常的な灰」の意味

と詩における「火」の意味との問に大きな意味の隔たりがあるように思われたが、以上の考察の

中から両者の問にある共通性、意味の通庭性が見えてくるのではないか。ここに、ヘルダーリン

の詩における「火」の意味を解き明かす糸口があるのではないかと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3《）．10．2004
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Uber den Begriff des Feuers in Hölderlins Briefen 

Diese Abhandlung beschäftigt sich mit dem Begriff des Feuers in Hölderlins Briefen. Dabei soll 

dieser Begriff auf dem Hintergrund des Phänomens der "'Reibung", aus der die Hitze, der Rauch 

und die Flamme, d.h., das Feuer entstehen, diskutiert werden. Das Verb ""reiben" bedeutet 

ursprünglich, "etwas unter Anwendung eines gewissen Drucks auf einer Fläche kräftig hin- und her- 

bewegen". 

Hölderlin gebraucht das Wort Feuer in seinen Briefen auf den folgenden drei Gebieten, und zwar 

dem natürlichen Gebiet des alltäglichen Lebens, dem inneren geistigen Gebiet der Menschen und 

Heroen und dem himmlischen Gebiet der Götter. 

Zum ersten Gebiet zählen zum Beispiel seine Briefe über den Brand des Stiftes in Tübingen, über 

das Verbrennen des Hyperion-Fragments und der faden ästhetischen Gmpendien. Zum meiten 

Gebiet zählen die Briefe über die LeidenschaN. der Menschen und über das heilige geistige Feuer 

der Männer in den grofien antiken Zeiten. Zum dritten Gebiet zählen die Briefe über das 

Himmelsfeuer, die Sonne des Apollons, d.h., das göttliche Feuer als solches. 

Hier können wir eine gmndsätzliche Gemeinsamkait der Bedeutung des Feuers auf allen drei 

Gebieten finden. Einerseits erzeugt z.B. die physikalische Reibung von zwei trocknen Hölzern das 

reale natürliche Feuer. Andererseits erzeugt die Reibung irn inneren geistigen Gebiet einen bnf l ik t  

zwischen dem Geist zweier Menschen, oder zwischen dem Menschen und den Göttern. Der 

geistige Konflikt entzündet den Geist des Menschen und flammt als inneres Feuer auf. Die Götter 

greifen aus verschiedenen Gründen in die menschlichen Welt ein und versetzen so den Menschen 

in eine innere geistige oder körperliche Belastung. Falls der Mensch diese innere Feuer unter 

Kontrolle bringt, gibt es  ihm auch lebensspendende Energie, ohne die er zugrunde gehen müsste. 

Obwohl der Mensch stirbt, wenn das Feuer in den Beziehungen mit den GöMern steht, verewigen 

und reinigen das göttliche Feuer und das Feuer Apollons ihn. 


